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多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
は
青
葉
が
繁
り
、

　
　
　
　
夏
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

気
温
の
変
化
が
激
し
い
五
月
で
し
た
が

キ
ャ
ン
パ
ス
の
ツ
ツ
ジ
が
鮮
や
か
な
花
を

咲
か
せ
る
、
色
々
な
花
々
が
咲
き
始
め
、

夏
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

新
学
期
を
迎
え
て
早
二
ヶ
月
近
く
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
。
新
入
生
を
迎
え
た

キ
ャ
ン
パ
ス
の
喧
噪
も
お
さ
ま
り
（
世
間

で
は
十
連
休
の
）
Ｇ
Ｗ
が
過
ぎ
、、
学
生

達
は
そ
れ
ぞ
れ
、
勉
学
や
課
外
活
動
に
い

そ
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
下
段
の
ご
案
内
の
よ
う

に
定
期
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
是
非
母
校
を
お
訪
ね
い
た

だ
い
て
、
学
生
時
代
を
振
り
返
り
つ
つ
、

経
済
学
部
ゼ
ミ
の

　
　
社
会
と
の
連
携
活
動
に
つ
い
て

　

立
川
商
工
会
議
所
E
C
O
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
の
十
年
間
の
活
動
を

ま
と
め
た
ビ
デ
オ
「
R
e
‐
e
c
o 

立

川
商
工
会
議
所
e
c
o
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
軌
跡
と
未
来
」
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ビ
デ
オ
は
、
二
〇
一
六
年
八
月
よ

り
開
始
し
た
本
学
経
済
学
部
と
の
連
携
活

動
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
に

は
、
昨
年
の
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
谷
口

洋
志
ゼ
ミ
の
学
生
が
提
言
し
た
「
R
e

‐
e
c
o
」
と
い
う
言
葉
が
同
協
議
会

の
活
動
の
象
徴
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
以
下
リ
ン
ク
よ
り
ビ
デ
オ
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　
「
R
e
‐
e
c
o 

立
川
商
工
会
議
所

e
c
o
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
軌
跡
と
未
来
」

https://youtu.be/4M
yw

hpZf1fk

　

経
済
学
部
伊
藤
伸
介
ゼ
ミ
観
光
班
は
、

平
成
三
十
年
度
真
鶴
町
地
域
創
生
大
学
連

携
事
業
の
一
環
で
、
二
〇
一
八
年
十
月

十
三
日
～
十
一
月
二
十
五
日
ま
で
の
土
曜

日
と
日
曜
日
に
、
神
奈
川
県
真
鶴
町
で

「
真
鶴
×
中
央
大
学 

グ
ル
メ
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
事
業
の
成
果
を

踏
ま
え
参
加
い
た
だ
い
た
、
真
鶴
町
の
協

力
店
舗
、
お
よ
び
真
鶴
町
の
美
し
い
自
然

や
景
観
な
ど
の
見
所
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
、
観
光
班
の
ゼ
ミ
生
七
名
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
、
経
済
学
部
事
務
室
で
入
手
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

学
部
の
後
輩
達
と
と
も
に
楽
し
い
ひ
と
時

を
お
過
ご
し
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

１．日時 　6 月 8 日（土）午後２時開会		  　
　

２．会場　中央大学多摩キャンパス 
　　　　　７号館１階　７１０３教室 
						    
３．定期総会　１４：００－１４：４５
①　平成３０年度　事業報告・決算報告	
②　令和元年度　　事業計画・予算案
③　その他		

４．記念講演  １５：００－１６：３０ 
　　講師　佐藤 文博　教授
　　演題　「情報化と社会　
　　　　　　　　-- その歴史と今後の展望 --」 

５．懇親会　１６：４５－１８：４５
　　会場　ヒルトップ３F　西側
　　会費　ＯＢ（卒業５年以上）　７，０００円
　　　　　ＯＢ（卒業５年未満）　３，０００円
　　　　　現役学生　　　　　　  １，０００円

第２９回　白門経友会　定期総会のご案内

＊会費は、当日受付にて集金させて頂きますのでよろしくお願いいたします。

（グルメスタンプラリーの様子）

（事務室にてパンフレットを配布中）

（遊覧船から見た三ツ石）

（坂の上から見た真鶴）
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第
一
号
議
案

　
二
〇
一
八
年
度
事
業
報
告

Ⅰ 

会
議

１　

二
〇
一
八
年
度
定
期
総
会

日
時    
二
〇
一
八
年
（
平
成
三
十
年
）

　
　
　
　
　
　
　

六
月
九
日
（
土
）
一
四
時

場
所    

中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

七
号
館
七
二
○
二
号
室

議
案

第
一
号
議
案

　

二
〇
一
七
年
度
活
動
報
告
及
び
決
算
報
告

第
二
号
議
案

　

 

二
〇
一
八
年
度
活
動
計
画
及
び
予
算
案

第
三
号
議
案

　

そ
の
他
報
告
事
項

　

以
上
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
中
條
誠
一
教
授
よ
り
「
世
界
の
お

金
（
通
貨
）
の
面
白
話
―
ド
ル
、
ユ
ー
ロ
、

人
民
元
、
そ
し
て
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
ー
」
と
い

う
演
題
で
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
ヒ
ル
ト
ッ
プ
二
階
に
移

し
、
現
役
学
生
を
交
え
た
懇
親
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

２　

常
任
幹
事
会

① 

二
〇
一
八
年
六
月
二
十
日
（
水
）

② 

二
〇
一
八
年
九
月
二
十
七
日
（
木
）

③ 

二
〇
一
八
年
十
月
二
十
五
日
（
木
）

④ 

二
〇
一
八
年
十
一
月
十
六
日
（
金
）

⑤ 

二
〇
一
八
年
十
二
月
七
日
（
金
）

⑥ 

二
〇
一
八
年
十
二
月
十
四
日
（
金
）

⑦ 

二
〇
一
九
年
一
月
三
十
一
日
（
木
）

⑧　

二
〇
一
九
年
二
月
七
日
（
木
）

⑨　

二
〇
一
九
年
三
月
七
日
（
木
）

⑩　

二
〇
一
九
年
三
月
二
十
五
日
（
月
）

Ⅱ 

行
事

１　

常
任
幹
事
会
で
の
学
生
と
の
交
流

　

従
来
よ
り
継
続
し
て
実
施
し
て
き
て
い
る

活
動
で
す
。
会
合
に
現
役
の
ゼ
ミ
学
生
を
招

く
こ
と
に
よ
り
O
B
の
具
体
的
な
経
験
談

や
効
果
的
な
学
習
方
法
や
進
路
、
キ
ャ
リ
ア

に
関
し
て
の
助
言
な
ど
を
学
生
が
聞
け
る
貴

重
な
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
質
疑
を
通
し
て
一
層
一
体
感
を
深

め
る
機
会
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２　

経
和
会
懇
親
会
に
参
加

　

二
〇
一
九
年
三
月
七
日
（
木
）
に
退
職
さ

れ
る
先
生
方
の
歓
送

　

経
済
学
部
教
員
の
親
睦
会
で
あ
る
「
経
和

会
」
の
懇
談
会
に
招
待
さ
れ
、
白
門
経
友
会

の
常
任
幹
事
も
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
本
会
を
代
表
し
て
齋
藤
顧
問
よ
り
挨

拶
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ⅲ 

会
報
の
発
行
と
主
要
記
事

第
六
十
九
号 

二
〇
一
八
年
五
月
二
十
五
日

発
行
／
新
入
生
交
流
会
の
報
告
、
総
会
案
内

第
七
十
号 

二
〇
一
八
年
九
月
二
十
五
日
発

行
／
経
済
学
部
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

に
つ
い
て
、
ゼ
ミ
活
動
報
告
等

第
七
十
一
号 

二
〇
一
八
年
十
二
月
十
日
発

行
／
最
終
講
義
等
の
お
知
ら
せ
、
中
央
大
学

高
へ
の
遠
隔
授
業
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

第
七
十
二
号 

二
〇
一
九
年
三
月
三
十
日
発

行
／
新
入
生
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
ゼ

ミ
活
動
報
告
等

　

以
上
、
二
○
一
八
年
度
に
、
計
四
回
発
行

い
た
し
ま
し
た
。

Ⅳ 

学
生
へ
の
呼
び
か
け

　

各
ゼ
ミ
学
生
と
の
交
流
を
広
げ
る
た
め

に
前
述
の
と
お
り
常
任
幹
事
会
な
ど
へ
の

参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
ま
た
今
年

度
は
中
央
大
学
夢
企
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
T
A
M
A
R
I
V
A
」
と
の
連
携
で
地
域

の
学
生
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
、
新
入
生
と
の
交
流
や
陸
上
競
技

場
で
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
開
催
し
好
評
を
博

し
ま
し
た
。

第
二
号
議
案
　
二
〇
一
九
年
度
活
動
計
画

Ⅰ 

会
議

１　

二
〇
一
九
年
度
定
期
総
会

日
時    

二
〇
一
九
年
（
令
和
元
年
）

　
　
　
　
　
　
　

六
月
八
日
（
土
）
一
四
時

場
所　

中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

七
号
館
七
一
○
三
教
室

　

総
会
終
了
後
、
記
念
講
演
を
実
施
す
る
。

演
題
「
情
報
化
と
社
会　

　
　
　

―
そ
の
歴
史
と
今
後
の
展
望 

―
」

講
師    
佐
藤 
文
博    

教
授

２　

幹
事
会

　

年
二
回
程
度
開
催
す
る
。

３　

常
任
幹
事
会

　

年
十
回
程
度
開
催
す
る
。

Ⅱ 

行
事

１　

学
部
授
業
・
ゼ
ミ
へ
の
協
力
。

　

学
外
お
よ
び
会
員
か
ら
の
講
師
の
推
薦
を

経
友
会
と
し
て
協
力
支
援
す
る
。

２　

学
部
行
事「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
」

へ
の
協
力
。

　

担
当
す
る
学
生
委
員
会
及
び
学
生
運
営
委

員
会
等
と
連
絡
を
取
り
つ
つ
全
面
的
に
協
力

す
る
。

３　

中
央
大
学
「
夢
」
企
画
に
お
け
る
諸
活

動
へ
の
支
援
協
力
を
行
う
。

４　

白
門
経
友
会
二
十
九
年
目
を
迎
え
会
員

同
士
の
親
睦
を
計
り
教
職
員
及
び
学
生
と
の

交
流
を
深
め
る
行
事
を
行
う
。

Ⅲ 

会
報
発
行

　

会
報
「
白
門
経
友
会
」
を
年
四
回
発
行
す

る
。
な
お
、
前
年
度
同
様
に
原
則
と
し
て
紙

ベ
ー
ス
で
の
発
行
を
取
り
や
め
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
と
す
る
。

Ⅳ 

そ
の
他

１　

学
部
の
活
動
状
況
を
積
極
的
に
会
報
を

通
し
て
広
報
す
る
。

２　

白
門
経
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の

充
実
化
と
し
て
学
生
か
ら
の
投
稿
を
進
め

る
。

３　

多
数
が
参
加
可
能
な
講
演
等
の
開
催
。

４　

以
上
の
活
動
を
通
し
て
入
会
呼
び
か
け

の
強
化
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上



（3） 2019 年（令和元年）5 月 25 日　	 　白門経友会				   　	 　　第 73 号

第 1 号議案（2）

2018 年度　決算報告書
自　2018 年 4 月  １日

至　2019 年 3 月 31 日 

以上の通りご報告申し上げます。

2019 年 5 月 28 日

会長　　　篠原　正博　　　㊞

幹事長　　濱岡　　剛　　　㊞　

監査の結果、いずれも正確かつ妥当であることを認めます。

2019 年 5 月 28 日

監事　　　倉本　　優　　　㊞

監事　　　森元　公和　　　㊞　　　　　　　　　　

第 2 号議案（2）

2019 年度　予算案
自　2019 年 4 月　1 日

至　2020 年 3 月 31 日

収入の部 支出の部
科　目 金　額 科　目 金　額

前年度繰越金 744,560 総会費 129,300
会費収入 270,000 会報発行費 40,000
総会費収入 92,000 HP 維持費 25,920
寄付金収入 100,000 交流費 4,158
受取利息 0 振込手数料 5,011

通信費 24,850
雑費 31,506
小計 260,745
次年度繰越金 945,815

合計 1,206,560 合計 1,206,560

次年度繰越金内訳
三井住友銀行八王子支店 普通預金 532,380
ゆうちょ銀行 通常貯金 390,106
現金 23,329

合計 945,815

収入の部 支出の部
科　目 金　額 科　目 金　額

前年度繰越金 945,815 総会費 120,000
会費収入 250,000 会報発行費 40,000
総会費収入 100,000 HP 維持費 30,000
寄付金収入（学員会補助金） 100,000 交流費 200,000
受取利息 2 振込手数料 6,000

通信費 50,000
雑費 100,000
小計 546,000
次年度繰越金 849,817

合　計 1,395,817 合　計 1,395,817
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え
、
あ
の
先
生
が
　
シ
リ
ー
ズ
㉙　

　
　
　

経
済
学
部
助
教　

松
八
重　

泰
輔

　

平
成
三
十
年
度
（
二
〇
一
八
年
）
よ
り

中
央
大
学
経
済
学
部
に
着
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
松
八
重
泰
輔
（
ま
つ
ば
え
た

い
す
け
）
と
申
し
ま
す
。
経
済
学
部
に
お

い
て
、「
経
済
政
策
論
」「
基
礎
ミ
ク
ロ
経

済
学
」「
演
習
」、
並
び
に
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス

ク
ー
ル
に
お
い
て「
戦
略
と
ゲ
ー
ム
理
論
」

の
講
義
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
中
央
大
学
に
赴
任
す
る
前
の
前
任

校
で
は
理
学
部
と
工
学
部
の
大
学
院
に
お

い
て
応
用
数
学
と
し
て
の
経
済
学
の
講
義

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
中

央
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
に
お
い
て

「
ミ
ク
ロ
経
済
学
」
の
講
義
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
た
の
で
、
着
任
す
る
前
か
ら

中
央
大
学
の
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
は
馴
染
み

の
あ
る
場
所
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
専
任
教
員
と
し
て
中
央
大
学

で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
昨
年
は
色
々

は
じ
め
て
の
事
も
多
く
、
緊
張
や
失
敗
す

る
こ
と
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
一
年

が
過
ぎ
ま
し
て
、
少
し
は
そ
の
環
境
に
も

慣
れ
て
き
ま
し
て
、
日
々
、
充
実
し
た
教

育
お
よ
び
研
究
生
活
を
送
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

中
央
大
学
の
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
は
都
内

の
大
学
に
位
置
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

非
常
に
緑
あ
ふ
れ
る
開
放
的
な
キ
ャ
ン
パ

ス
で
す
ご
く
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。
以

前
は
東
北
の
青
葉
山
と
い
う
自
然
に
囲
ま

れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
で
研
究
を
し
て
い
た
の

で
す
が
、
中
央
大
学
の
研
究
室
か
ら
の
眺

め
も
ビ
ル
ば
か
り
の
雑
踏
と
し
た
雰
囲
気

で
な
い
の
で
、
非
常
に
心
が
落
ち
着
く
感

じ
が
い
た
し
ま
す
。

　

中
央
大
学
に
着
任
し
て
一
年
が
た
ち
ま

し
た
が
、
改
め
て
思
う
こ
と
は
学
生
さ
ん

が
真
面
目
で
あ
る
印
象
を
受
け
て
い
ま

す
。
本
年
度
か
ら
授
業
時
間
が
一
〇
〇
分

間
と
な
り
ま
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
時
限

の
開
始
時
間
が
九
時
か
ら
と
な
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
学
生
は
遅
刻
も
せ
ず
に
聴
講

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
更
に
講
義
時
間
が

十
分
間
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
集
中
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
し
て
い
ま
し
た
が
、
中
央
大
学
に
限
っ

て
は
そ
の
心
配
は
無
用
で
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。私
の
講
義
に
関
し
て
で
す
が
、

そ
の
十
分
間
を
今
ま
で
は
講
義
中
に
は
な

か
な
か
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
質
疑

応
答
の
時
間
を
設
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
学
生
さ
ん
が
講
義
の
内
容
に
関
し
て

様
々
な
質
問
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
質
問
の
中
に
は
、
か
な
り
鋭
い
質
問
も

あ
り
、
九
十
分
講
義
で
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
刺
激
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
一
〇
〇
分

間
の
講
義
は
、
私
に
限
っ
て
で
す
が
、
と

て
も
い
い
改
革
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

中
央
大
学
は
研
究
環
境
も
非
常
に
充
実

し
て
お
り
、
研
究
費
も
他
大
学
と
比
較
し

て
も
多
く
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
非
常
に
多
く
の
研
究
会
が

開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
多
く
の
研
究
会
が
開
催

さ
れ
て
い
る
の
は
、
多
く
の
先
生
た
ち
に

よ
る
ご
尽
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら

を
実
行
可
能
に
す
る
環
境
は
非
常
に
素
晴

ら
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

中
央
大
学
の
学
生
の
質
お
よ
び
研
究
の

質
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
今
後
の
教
育
者
か

つ
研
究
者
生
活
に
非
常
に
プ
ラ
ス
で
あ
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
央
大

学
の
素
晴
ら
し
さ
を
更
に
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
日
々
邁
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

　

現
在
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
モ
ノ

レ
ー
ル
駅
近
く
で
新
棟
建
設
が
進
ん
で
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

の
学
部
共
通
棟
へ
の
建
て
替
え
の
準
備
も

始
ま
り
ま
し
た
。
モ
ノ
レ
ー
ル
駅
を
出
る

と
す
ぐ
目
に
飛
び
込
む
無
粋
な
煙
突
が
よ

う
や
く
撤
去
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
キ
ャ
ン

パ
ス
の
一
番
奥
の
目
立
た
な
い
と
こ
ろ
に

建
て
た
は
ず
な
の
に
、
モ
ノ
レ
ー
ル
開
業

と
い
う
新
し
い
事
態
の
た
め
に
、
一
番
目

立
つ
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

善
い
（
あ
る
い
は
悪
い
）
と
さ
れ
た
も

の
で
も
情
況
が
変
わ
っ
た
た
め
に
評
価
が

一
変
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
は
つ
ね
に
変
化
に
対
応
で
き
る
構
え
を

持
ち
続
け
る
よ
う
心
が
け
た
い
も
の
で

す
。　

　
　
　
　
　
（
常
任
幹
事
長　

濱
岡　

剛
）


